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一般社団法人東海青年会議所55周年記念式典並びに懇親会

2023年度スローガン 第2号 発行所

広報渉外委員会

55周年特別委員会
委員長／河合 崇晴

一般社団法人東海青年会議所創立55周年記念式典･懇親会には多く

の来賓、来訪青年会議所の皆様にご参加いただきありがとうござい

ました。ひとつの節目として無事55周年記念式典並びに懇親会を開

催することが出来ました。新型コロナウイルス感染症も5類に移行

され今まで思うように活動できなかった歯がゆさやもどかしさがこ

の式典をきっかけに多くの方に活力を与えれたのではないでしょう

か。式典などを経験していないメンバーが多い中でも一人ひとりが

責任感を持ち行動してくれたことに青年会議所の凄さを改めて感じ

る事が出来ました。この55周年はあくまでも通過点でしかなくこの

先絶える事なくこの活動が続くようこれからも必要とされる団体で

ある為に、日々精進し進化し続けなければなりません。これからの

東海青年会議所に期待をしていただき変わらぬご支援をよろしくお

願いI致します。

郷土活性化委員会
委員長／木村 譲二

青少年強育委員会
委員長／渡邊 泰佑

2023年度の青少年事業は「夢」をテーマに掲げ東海市と姉妹都市でもある岩手

県釜石市にて行い、東海市から20名の小学校高学年の子ども達を連れて、釜石

市の子ども達と交流を図りました。

岩手県では2011年に東日本大震災の影響を受け、甚大な被害を被りました。何

もかも失いながらも、夢を持ち強く生き抜いてきた方々の経験談や震災遺構を直

接自分の目で見て、肌で感じることによって子ども達だけでなく、我々大人に

とっても非常に貴重な経験となりました。

事業が終わり、子ども達に夢を語っていただきましたが今回の経験を通し、「人

の役に立てる仕事に就きたい」「人に勇気を与えられる仕事をしたい」等、夢を

持つ大切さや夢を持っていればどんな状況でも頑張れるといった、我々が伝えた

かった事が伝わったのではないかと思います。これで終わりではなく、今後も釜

石市の方々と交流を絶やすことなく姉妹都市として友人として関係を深めて参り

たいと思います。

8月例会 8月5日～6日

55周年記念事業 「みんなでスクラム!夢にトライ!!」

Ｇｉｖｅ ａｎｄ Ｇｉｖｅ～夢を描ける東海へ～
ま ち



７月例会 ７月２９日

家族会

郷土活性化委員会
委員長／木村 譲二

１１月例会 １１月２２日

己を知れ～青年経済人の健康増強会～

１０月例会 １０月1２日

知多５ＪＣ公開例会

１２月例会 １2月７日

卒業式

副委員長／横井 誠
今枝 亮太
山本 美希
薦田 雄弥

会員拡大委員会
委員長／小島 美弥子

広報渉外委員会
委員長／照喜名 勇

事務局
事務局長／山口 陽平

本年度の家族会は委員会の垣根を超えた「副委員長で作る例会」

として日間賀島で開催させていただきました。クロダイ・タコの

つかみ取りや紙芝居を通し、子ども達に食の大切さを伝え、日頃

の感謝の気持ちを伝えるべく、BBQでご家族に楽しんでいただき

ました。JCメンバーを支えてくださるご家族へ「JC活動の理

解」と「大切なご家族への感謝の気持ち」を伝えることができた

と実感しております。

設営の目玉として、家族への感謝のメッセージを複数のJCメン

バーに読んでいただき、参加された多くの方から「家族への感謝

のメッセージが感動した」と感想をいただき、支えてくださる家

族の大切さを身に染みて感じました。

JCメンバーの子ども達の笑顔やそれを見て笑っているメンバーの

家族達を見て、有意義な時間を過ごせたとともに、やって良かっ

たと思う事業になりました。

２０２３年度の知多５ＪＣ公開例会は、一般社団法人大府青年

会議が設営を行い、テーマを「夢への第一歩～チャンスとして

捉えるために～」と題して元中日ドラゴンズの選手である平田

良介氏を講師としてお迎えました。

平田氏の講演は夢を描き、夢を叶えるにはどのような事を行え

ばよいのか。夢を叶えるためのプロセスを考え日々それに向

かって努力する大切さを講演にて語ってくれました。

私たちも現状に満足せず、自分自身を成長させるように夢を描

き、目標を設定して、それに向かい頑張っていく必要があると

改めて感じました。

また、この講演は一般の人達にも公開され地元の野球チームに

所属している子ども達も多く参加していました。最後には平田

氏のサインボールやサインバット等が子供たちにプレゼントさ

れ地域の子ども達にとっても、とても魅力的な例会になったと

思います。

毎年恒例の11月例会が新入会員さんによって手作りで開催され

ました。

「己を知れ！青年経済人の健康増強会」としてメンバーの健康に

着目し身体を動かしながら10分毎の健康タイムを設け双六のマ

ス毎に運動内容の違うゲームを行いました。

普段動いているメンバーも動いていないメンバーも身体を動かす

方法を知ることで今後の生活にも活かしていただけるのではない

かと思います。新入会員メンバーで構築し、事前準備を行い、大

変なことばかりでしたが大盛況に終えることができました。

2023年12月7日（木）に本年度最後の12月例会「卒業式」を

ストリングスホテル名古屋にて開催しました。本年は9名の会員

が卒業を迎える年となり、10年以上在籍した会員もおり、多く

の方々からお祝いの花も多く届き、卒業生を盛大に送り出すこと

がきました。卒業生スピーチでは、これまでのJC生活を振り返り

思いの丈や苦労しながらも学んだことを思い思いに語っていただ

き、今後の我々の活動の糧とすることが出来ました。

本年度卒業される皆様には新しいステージでのご活躍を期待して

おります。また、特別会員という立場で、私たち現役メンバーを

温かく見守っていただけましたら幸いです。 卒業生の皆様、ご卒

業おめでとうございます。



第3回オリエンテーションでは、東海青年会議所第46

代理事長近井洋一先輩を講師にお招きし、新入会員や

現役メンバーに対してJCの3原則である友情について

の講話をしていただきました。

また、懇親会では普段あまり関われないＯＢの先輩を

沢山お招きし、我々とは違った視点での青年会議所活

動のお話をしていただけました。新入会員にとっては

貴重な体験になったと思います。

出 向 者 報 告

公益社団法人 日本青年会議所 東海地区

愛知ブロック協議会 観光都市推進委員会

副委員長 川上 俊之

卒業生メンバーである佐藤君、２０代ながら小幹事を担っていただいた中野君や知多

半島委員会やアカデミーと兼任で出向していただいた蟹江廉士君、片桐君、河野君、

磯部君と企業版ふるさと納税を活用した防災インフラ推進に取り組みました。国土強

靭化計画に向け資金調達スキームを確率し全国に５６００万円分の事例を創出致しま

した。

事 業 報 告

9月９日 第56回愛知ブロック大会西尾大会

広報渉外委員会委員長/照喜名 勇

公益社団法人 日本青年会議所 国家グループ

強くしなやかな国土創造委員会

公益社団法人 日本青年会議所 東海地区

愛知ブロック協議会 ブロックアカデミー委員会

出
向
者
一
覧

６月18日 第３回新入会員オリエンテーション

会員拡大委員会委員長/小島 美弥子

知多5の交流会では大運動会が開かれました。まだコロ

ナの状況が良くなり切らず、参加人数はどのLOMも少

なかった中で、東海は皆さんのパワーで綱引きで優勝

出来ました！

東海の力強さを競技でも見せつけていただきました。

日頃のJC活動へもこのパワーをぶつけていただき、こ

れからの東海JCを盛り上げていきます。ご参加いただ

き、ありがとうございました。

本年度の愛知ブロック大会は西尾の地で開催され、昨年

同様、おおいな盛り上がりをみせました。

昨年同様にフォーラム等一般に開放され、コロナ前の活

気が戻ってきたと感じます。

大懇親会では、愛知ブロック協議会の卒業式も行われ、

当LOMからも今年度卒業予定のメンバーが参加し、愛

知ブロックの仲間達と一緒に楽しい思い出を作ってくれ

たと思います。

サマーコンファレンス２０２３が横浜の地で開催されま

した。

当LOMから強くしなやかな国土創造委員会副委員長と

して出向している川上俊之君をはじめとするメンバーが

防災に関するブース出展をしており応援に行って参りま

した。

また、夜には米沢JCとの合同懇親会も開催され、米沢

JCさんとの懇親も深める事が出来ました。

本年度の東海フォーラムは「for the future ミライのため

に 〜世界に目を向けて、世界から愛される東海へ〜」を

テーマに開催され、フォーラムや事業が行われ、近未来の技

術や世界を体験するフェスが開催され、東海地区のメンバー

だけでなく、地域の皆さまが、楽しみながら地域の魅力や地

元のミライについて考える時間を持つことができました。

また、JC青年の船「とうかい号」フィナーレ式典では、50

年に渡るとうかい号事業の幕がおろされ、東海地区の１つの

歴史の終焉とミライへつながる新たな一歩を肌で感じること

が出来ました。

10月５日～８日 第72回全国大会東京大会

青少年強育委員会委員長/渡邊 泰祐

2023年度の全国大会は東京、有明GYM-EXにて行わ

れました。「Bridge over the dreams」JC運動がス

タートした東京の地にて行われる全国大会という点を踏

まえ、『創始者たち』が描いた夢をさらに超えていくと

いう意味でのこのテーマが選定されました。

JC活動を通して、自分の住んでいる地域に限らずたく

さんの出会いがあります。運動の総括である東京大会に

て改めてJC活動の偉大さを実感することができた大会

だったと感じました。

副委員長 横井 誠

愛知ブロック協議会観光都市あいち推進委員会に出向させていただき、LOMでは出来

ない体験を沢山させてもらいました。事業を行う為にたくさんの時間を議案と向き合

い、地元愛知を盛り上げるとともに、SNSの活用方法について具体的に学んでいく事

業を行いました。その中で愛知県中の多くの仲間の助けを借りて行えた事業に出向の

楽しさ、厳しさ、大変さを学び、より一層JC活動が楽しくなりました。出向させてい

ただきありがとうございました。

知多５ＪＣ連絡協議会 知多半島委員会

委員長 蟹江 廉士

この度は2023年度知多半島委員会委員長を務めさせて頂き感謝申し上げます。「先

人たちに学ぶ日本の心」と題して知多5JC合同例会を開催させて頂きました。事前研

修から当日まで出向メンバーそして知多5メンバーにとっても実りある例会となりま

した。「知多5は一つ」を合言葉に今後の持続的な活動に力を添えて参りたいと思い

ます。

委員 小島 亘太郎

愛知県内の33会員会議所から入会3年以下のメンバーが集まるブロックアカデミー委員

会、全てが初めての中で事業をみんなで創りあげていきました。誰かの為にみんなが、

みんなの為に誰かが、仕事や家庭がある中で時間を見つけて取り組んでいたことが強く

印象に残っています。ブロックアカデミー委員会での経験を通じて、素敵な繋がりを築

くことができました。このような機会をいただいた皆様に深く御礼申し上げます。

● 公益社団法人 日本青年会議所

国家グループ

［強くしなやかな国土創造委員会］

副委員長：川上 俊之

小幹事 ：中野 元気

委員 ：佐藤 弘幸

委員 ：蟹江 廉士

委員 ：片桐 乾次郎

委員 ：河野 真平

委員 ：磯部 浩太郎

●知多5JC連絡協議会

［知多半島委員会］

顧問 ：河合 崇晴

委員長 ：蟹江 廉士

総括幹事：渡部 祐太

委員 ：佐藤 弘幸

委員 ：加古 雅士

委員 ：小野 久仁陸

委員 ：阿知波 宏樹

委員 ：永井 達也

委員 ：中野 元気

●公益社団法人 日本青年会議所 東海地区 愛知ブロック協議会

［観光都市あいち推進委員会］

副委員長：横井 誠

委員 ：加古 雅士

委員 ：小野 久仁陸

委員 ：中村 洸太

委員 ；渡邊 泰佑

委員 ：今枝 亮太

［ブロックアカデミー委員会］

委員：片桐 乾次郎

委員：河野 真平

委員：磯部 浩太郎

委員：小島 亘太郎

委員；松尾 健太郎

委員：吐合 亮平

委員：山口 縁

7月22日～23日 サマーコンファレンス2023

広報渉外委員会委員長/照喜名 勇

7月8日 東海フォーラム2023In静岡

事務局 事務局長/山口 陽平

6月16日知多５ＪＣ交流会

会員拡大委員会委員長 小島 美弥子



卒 業 生 経 歴 ＆ コ メ ン ト

松田 隆司くん ２０１１年入会

2011年に入会し、気づけば13年あっという間に経ち、今年卒業となり

ましたJC活動を通じて、様々な経験ができまた新しい出会いもあり、と

ても感謝しております。

まだまだ若輩者ですがこれからもJC活動の中で大変だったこと楽しかっ

たことを自分の経験値とし人生の糧にして参りたいと思います。

最後に私を支えてくださった仲間、諸先輩そして事務員の西野さん、松

尾さん本当にありがとうございました。

委員 ：中野 元気

佐藤 弘幸くん ２０１１年入会

加古 雅士くん ２０1２年入会

山本 美希くん ２０２０年入会

山口 マヤくん ２０２１年入会

横井 誠くん ２０２１年入会

2011年に入会しあっという間の13年間でした。

社会人の半分以上を青年会議所活動をし色々な出会いや経験をいただき

ました。やれば何かが返ってくると信じて続けてきた青年会議所活動を

振り返ると、家族と社員には本当に助けられていたんだと感じています。

卒業後は関係していただきました皆様に少しでも恩返しができるよう頑

張ります！13年間ありがとうございました。

青年会議所に入会し多くのものを得ました。まずメンバーの皆様との出

会い、そしてJCでなければ経験できない沢山の学びがありました。

あっという間に卒業を迎え、寂しい気持ちもあり、入会当時では考えら

れないくらい変わった自分の姿がある気がします。

全ては、先輩方、メンバーの皆様のおかげであります。大変お世話にな

りました。ありがとうございました。

私がJCで得たものは沢山あります。周りにはさまざまな事業をしている仲間が沢

山います。色々な人と関わる事は、沢山の刺激と、考え方を得ることが出来ます。

中でも大きいのは、時間やお金の使い方です。自身のサロン規模を大きくするタ

イミングでJCに入会して、卒業を迎えるまであっという間の3年でした。コロナ

禍での入会だった為、最初はあまり活動がありませんでした。少しずつ開始しま

したが、自分がサロンでプレイヤーだった為なかなか参加出来ませんでした。

もっと社業を手放し出来る人が入るんだな、と最初は思いましたが、少しずつ、

社業以外に時間をかけれる余裕をもとうと思うようになり行動しました。卒業が

近づく頃に参加率が上がりました。もう少し早くからJCの事を知っていたら、更

に得るものがあったと思います。JCに入らなければ知る事の無かった世界。３年

前に勧誘してくれた仲間に感謝しています。

本年度卒業を迎えるにあたり入会以来お世話になりました、諸先輩方や

現役メンバーに心から感謝申し上げます。

青年会議所で得た多くの学びや経験、そして楽しかった事、苦しかった

事の全てが私の財産であると感じております。

また『役職を受けたからには責任を持つ』と言う覚悟を先輩や仲間から

教えて頂きました。

11年間、本当にありがとうございました。
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本年度は「Ｇｉｖｅａｎｄ Ｇｉｖｅ～夢を描ける東海へ～」というスローガンをかかげ活動して参りました。55周年と

いう節目を迎えた中、夢の大切さ、夢をを描く意味等、夢をテーマにした事業を展開し、様々なことを改めて考えた一年

だったと感じます。

これからも加速する時代に取り残されないように、古き良き伝統を残しつつも、新たな試みにチャレンジし改革していく

必要があります。それもまた、まちを良くしようとする我々の終わらない夢なのかもしれません。

今年度描いた夢を次年度に繋げ、夢を描き続けられるようなまちづくりを次年度以降も行って参りたいと思います。一年

間本当にありがとうございました。

広報渉外委員会

委員長/照喜名 勇

横井 誠くん ２０２１年入会

大村 剛弘くん ２０２１年入会

渡邊 泰佑くん ２０２１年入

山口 縁くん ２０２３年

私は2021年度、蟹江理事長の時に２度目の入会という無理を聞いてもらい入会さ

せてもらいました残り3年という限られた時間ではあったのですが沢山の同期入会

の人達と一年目から良い関係を気づくことができ、楽しみながら事業に参加するこ

とができました。

最後の年となった今年は松田理事長から新しいポストという特別理事を作ってもら

い理事会で自由な発言権をいただいたので、毎理事会の前は事前配信の資料をしっ

かり確認し意見を出さないといけないというプレッシャーと闘い成長もでき、改め

て自分の真面目さを実感しました。私にとってのJCは卒業してからも付き合える

人間関係を構築することを目標にしてきたので、これからもJC活動を続けて行く

メンバーや特別会員の皆さんとの関係を維持していくとに全力を注ぎたいと思って

います。最後にこの3年間本当にたくさんの人に支えてもらい、今の私があります。

皆さんありがとうございました。

私が聞いていた東海青年会議所はあまり評判が良いとは言えず、入会す

るのをためらっていた自分が悲しくなりました。しかし、実際入会して

みて活動し素晴らしい仲間たちに出会え、もっと早く入ればよかったと

今年はずっと思ってました。

愛知ブロック協議会にも今年出向させていただきましたが、日本青年会

議所にも出向してみたかったし、理事長もやってみたかったです。

東海青年会議所の宝である自分は惜しまれながら今年卒業します。

出会えた仲間に感謝すると共に、JC活動を支えてくれた家族・部下達に

感謝申し上げます。

2021年に入会し、早3年が経ちました。入会前も東海青年会議所の存在は知ってはいました

が、当時雇われの身であり、自分には縁のない団体だと思っていました。紆余曲折あり、それ

まで勤めていた会社を辞め自身で仕事を始めた時幼い頃からの友人でもある佐藤弘幸くんに誘

われ加古雅士くんと共に勧誘に来ていただき、入会を決意いたしました。その時に言われた

「JCは地獄だよ」という言葉は忘れもしません。良い事ばかり言われなかったのが逆に自分の

成長の為と思えたのだと思います。そして入会後、右も左もわからず先輩メンバーを見て世の

中にはこんなにも優秀な人達いるのかと圧倒されていたのを思い出します。先輩方はひとつひ

とつの事業に真剣に取り組み、地域の為、東海JCの為、そして家族の為に頑張っている姿を見

て感動すら覚えました。最終年度は青少年事業の委員長という大役をいただき、大きなプレッ

シャーの中、これまでにない激動の1年が始まりました。飛び級ということもあり、まだまだ

未熟な自分でしたが委員会メンバーにも恵まれ、いろいろな方のご指導のお陰で、無事終える

ことが出来ました。ここでは書ききれないほど沢山の貴重な経験をさせていただき、沢山の仲

間と出会いました。東海青年会議所に入会できて本当によかったと思います。今まで関わらせ

ていただいたすべての人達に感謝申し上げます。本当にありがとうございました。

私は、今年度入会、卒業という、限られた短い時間の中での青年会議所

活動でしたが、貴重な体験、濃厚な日々を過ごさせていただけたのも、

この東海青年会議所に加入できたからです。

JC活動で得た学びを、今後の自身の活動に活かしていきたいと思いま

す。ありがとうございました。


